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牧草と園芸　第５３巻第１号（２００５年）

１　はじめに

　昨年は台風に泣かされた１年となりました。上陸

した台風は過去最多で，各地で農作物に大きな被害

を与えました。九州では二期作の前作等の早穫りで

は辛うじて収量を確保できたものの，５月以降に作

付けしたトウモロコシの収量は皆無の地帯が多く見

受けられました。また収穫できたところでも，台風

の影響で適期収穫が行えなかったり，倒伏して土砂

が付着したトウモロコシをサイロ詰めしたために，

不良発酵によるサイレージの品質低下が懸念されます。

　このように台風が猛威を振るった昨年でしたが，

台風とトウモロコシ栽培との関係を調べてみまし

た。図１，表１は平成１３年と昨年の台風経路図と本

州・四国・九州に接近した台風のデータです。平成

１３年は青刈トウモロコシの作況指数（都府県）が１０４

の豊作年で，本土に上陸または接近した台風はわず

か３個でした。平成１６年は上陸した台風が１０個とこ

れまでの記録を大きく更新し，九州から北海道まで

各地で大きな被害を受けました。平成１６年の青刈ト

ウモロコシの作況指数はまだ発表されておりません

が，台風が通過した地域では，かなり悪い数値が予

測されます。このように，長大作物であるトウモロ

コシの収量は台風に大きな影響を受けます。

　当社では，耐倒伏性の強化を重点項目としてトウ

モロコシの品種開発を行っており，電柱が倒れたり

屋根が吹き飛ぶような風にはトウモロコシも耐えら

れませんが，風速３０ｍ／秒程度の風が吹いたときに

でも，倒伏の被害が少なく，折損しないトウモロコ

シの開発が可能となってきております。

　以下に当社が販売する府県向けのサイレージ用ト

ウモロコシの品種のご紹介を致します。

サイレージ用トウモロコシの品種紹介

雪印種苗㈱　宮崎研究農場　木下　剛仁

府県向け

平成１３年 平成１６年

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図１，表１ともに『宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）提供』

図１　平成１３年と平成１６年の台風経路図

表１　本土に上陸または接近した台風（平成１３，１６年）
最大風速（ｍ／秒）期　　間台風名台風�

平成１３年
４５．０８／１４～８／２２ＰＡＢＵＫ１１号
５２．５９／３～９／１２ＤＡＮＡＳ１５号
３７．５９／１７～９／２１ＶＩＰＡ１７号

平成１６年
７０．０５／１４～５／２１ＮＩＤＡ２号
４７．５６／４～６／１１ＣＯＮＳＯＮ４号
７７．５６／１３～６／２１ＤＩＡＮＭＵ６号
５７．５７／２５～８／１ＮＡＭＴＨＥＵＮ１０号
１５．０８／４～８／５ＭＡＬＯＵ１１号
３２．５８／１４～８／１９ＭＥＧＩ１５号
７７．５８／１８～８／３１ＣＨＡＢＡ１６号
６５．０８／２７～９－７ＳＯＮＧＤＡ１８号
６０．０９／２０～９／２９ＭＥＡＲＩ２１号
７０．０１０／４～１０／９ＭＡ－ＯＮ２２号
６２．５１０／１２～１０／２０ＴＯＫＡＧＥ２３号



２　スノーデントシリーズのラインナップ

１）　スノーデント１１０（ＤＫ５６７）

　スノーデント１１０の最大の品種特徴は耐病性にあ

ります。トウモロコシの主要病害であるごま葉枯

病，すす紋病，根腐病，黒穂病に対して明らかに強

い抵抗性を持ちます。特にごま葉枯病抵抗性は１１０

日クラスの品種の中では極強で，中生品種並の抵抗

性です。また収量性も良好で，特に雌穂は稔性に優

れているため，実入りが極良で，ＴＤＮ収量が多収

な品種です（図２）。ここ数年は異常気象が原因でト

ウモロコシに発生する病害も多種多様で，予測がつ

きませんが，このような環境でも安心して栽培でき

るのがスノーデント１１０の強みです。関東地域では

ハイグレインソルゴーとの混播にも適します。ま

た，西南暖地では二期作の前作に利用すると，４月上

旬播種で７月中旬には収穫が可能です。

２）　スノーデント１１４（ＤＫ７０８）

　稔実性に優れた品種のため（写真１），雌穂収量が

多収（図３）で，高カロリーサイレージが期待でき

ます。またこのクラスでは雌穂の登熟が早く，冷害

年でも安定して多収が望めます。耐病性はごま葉枯

病やすす紋病にも強く（図４），スノーデント１１０同

様に天候不順の年でも，病害の心配はありません。

関東地域では高糖分ソルゴーとの混播に適します。

また西南暖地では二期作の前作に利用し，４月上旬

栽培なら７月中～下旬に収穫が可能です。

３）　スノーデント１１８（ＤＫＣ６１－２４）

　草型が大柄で，茎葉ボリューム感に優れた草姿を

しています（写真２）。収量性は大型で多葉な品種な

ために，特に茎葉が多収です（図５）。栽培ポイント

としては，大型の品種なので，栽植本数を６，０００～

６，５００本／１０ａとし，やや粗植で栽培することが多

収につながります。関東の比較的温暖な地域では高

糖分ソルゴーとの混播に適し，西南暖地では二期作

の前作に利用し，４月上旬栽培なら７月下旬に収穫

が可能です。
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　図 2　スノーデント110の多収性とごま葉枯病抵抗性
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　図 3　スノーデント114の雌穂収量性
セシリアを100とした時の雌穂乾物収量比

（平成14～16年の３ヵ年の平均値）
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　図 4　スノーデント114の耐病性
（平成14年 十和田試験地，平成16年 宮崎研究農場，北海道研究農場）

■：平成14年 十和田試験地
　　での自然発生の値

▲：接種試験の結果
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　図 5　スノーデント118の茎葉収量多収性
セシリアを100とした時の茎葉乾物収量比
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４）　スノーデント１２５（ＤＫ７４０）

　スノーデント１２５の最大の特徴は，雌穂収量が多

収な点にあります。雌穂は大型で（写真３），このク

ラスでは総体乾物収量に対する雌穂収量の割合が高

く（図６），高カロリーサイレージが期待できるの

で，酪農家に適した品種です。関東や西南暖地では

早播き程，雌穂収量は多収となるため，４月播きが

最適です。また，西南暖地では高糖分ソルゴーとの

混播に適しております。

５）　スノーデント１２５Ｖ（ＳＨ３８１７）

　今春から関東・東北の一部地区にて限定で新発売

される品種です。長稈で着雌穂高が高いにもかかわ

らず，耐倒伏性が極強です（図７）。雌穂は細長く，

ボリュームがあり，ＴＤＮが多収な品種です（図

写真１　稔実性に優れたスノーデント１１４の雌穂

写真２　左　セシリア　右　スノーデント１１８

　　　　大柄で茎葉ボリュームに優れたスノーデント１１８の草姿

写真３　大型なスノーデント１２５の雌穂

　図 6　スノーデント125の雌穂収量多収性
ゴールドデントＫＤ777を100とした時の雌穂乾物収量比
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宮崎研究農場のデータは平成12～13，15～16年の４ヵ年の平均値
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　図 7　スノーデント125Vのステージ毎の耐倒伏性
注）出穂前のデータは平成14年千研，出穂期のデータは平成15年宮研の

値で倒伏発生率（％）で評価。
　　収穫前のデータは平成15年宮研の値で評点（9：甚大～1：極少）で

評価。
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　図 8　スノーデント125Ｖの雌穂，ＴＤＮ収量多収性
千葉研究農場のデータは平成15～16年の２ヵ年の平均値
当社 那須試験地のデータは平成16年の値
ゴールドデントＫＤ777を100とした時の乾物収量比
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８）。耐病性はごま葉枯病，すす紋病，さび病共に強

く，初期生育が良好です。関東平地域での播種期は

４月～６月上旬までと長く，使いやすくなっており

ます。栽培上の注意点として，スノーデント１２５Ｖ

には薬害が生じる可能性があるため，ワンホープ乳

剤の使用は避け下さい。

６）　スノーデント１２７Ｓ（ＳＨ０８００）

　スノーデント１２７Ｓの最大の特徴は草丈が高く，

太茎・広葉の大型草姿にあります（写真４）。栽培環

境条件が良いと草丈は２８０�から３００�を超え，「ト

写真５　スノーデント王夏の草姿

写真６　左　スノーデント王夏　右　３１Ｎ２７

写真４　左　ＮＳ９９Ａ　右　スノーデント１２７Ｓ

　　　　長稈・茎太・広葉のスノーデント１２７Ｓの草姿

　図 9　スノーデント127Ｓの多収性と草丈 （平成12～16年の４ヵ年の平均値，総体乾物収量はＮＳ99Ａを100と時の比）
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ウモロコシでとにかくガサを確保したい」と考えて

いる農家さんにお薦めの品種です（図９）。草丈が高

いので，倒伏が心配されがちですが，太茎で根張り

がしっかりしていますので，安心して作付けできま

す（栽植本数は６，０００本／１０ａ程度が目安です。）密

植すると稈が細くなり，稈長も伸びず，倒伏しやす

くなるので，注意して下さい。収量性はスノーデン

ト１２５とは対照的に茎葉割合が高い品種で，このク

ラスでは最大の乾物収量を確保できます。西南暖地

では高糖分ソルゴーとの混播にも適しています。

７）　スノーデント王夏（ＳＨ９９０４）

　スノーデント王夏は（写真５），西南暖地向きの品

種で，九州から関東地域にかけての遅播き栽培に適

した，西南暖地向けの品種となります。九州では播

種適期が４月～８月上旬までと長いことから，様々

な作付け体系に対応でき，使いやすい品種です。最

大の特徴は耐倒伏性に優れている事で，スノーデン

トシリーズの中でも，極強の品種です（図１０）。写真

６は当社宮崎研究農場の５月播き試験圃場で撮影し

たもので，８月下旬の台風１６号（最大瞬間風速３９．４

ｍ／秒）による倒伏被害の様子です。殆どの市販品

種が全面倒伏している中，スノーデント王夏だけは

倒伏の発生が少なく，写真の通り立っていました。

　また，ごま葉枯病，さび病，南方さび病（写真７），

すす紋病に対して極めて強く，収量の年次変動が少

ない安定した品種です。

３　おわりに

　今年の天候がどうなるか予測できませんが，トウ

モロコシを栽培する上で，品種力で解決できること

には限界があります。基本栽培技術を忠実に守るこ

とが安定多収への重要なポイントです。土づくり，

肥培管理，播種，雑草管理（除草剤の選択），収穫時

期，サイレージ調製，どれか１つでも手を抜くと，

低収となったり品質の良いエサをつくることが出来

ません。

　一昨年は冷害，昨年は台風の被害と２年続けて，

トウモロコシ栽培には厳しい年となりましたが，ト

ウモロコシの品種開発を行うで，耐病性や耐倒伏性

を検定するには適した年でした。当社では，このよ

うな厳しい環境下での試験結果をもとに，新たにＲ

Ｍ１１０～１２５までの３品種を選抜し，来年以降の新発

売に向けて今春から試作を開始します。今後更にス

ノーデント系トウモロコシのパワーアップを図って

いきますのでどうぞご期待下さい。

写真７　左　３０Ｄ４４　右　スノーデント王夏

　　　　南方さび病抵抗性に優れるスノーデント王夏

　図10　スノーデント王夏の耐倒伏性（当社　宮崎研究農場）

平成11年９月23日台風18号（最大瞬間風速39.0ｍ／秒）による影響
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訂正してお詫び申し上げます。
「牧草と園芸　2004年11月号」
掲載15ページの右記の写真説
明に間違いがございました。

≪誤≫　
写真（右：カーフミルクＡＴ
　　　左：他社代用乳）

≪正≫
写真（右：他社代用乳
　　　左：カーフミルクＡＴ）


